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◦�

2
0
2
2
年
度
会
計
監
査
報
告

　�

　
竹
本 

典
孝 

会
計
監
査

が
行
わ
れ
、
質
疑
・
討
論
の
後
、
e
投

票
シ
ス
テ
ム
に
て
賛
成
過
半
数
を
も
っ

て
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

　

午
後
か
ら
は

◦�

２
０
２
３

－

２
０
２
４
年
度
活
動

方
針
案

　�

　
佐
藤 
昭
徳 
副
会
長

◦�

２
０
２
３
年
度
予
算
案

　�

　
小
野 

英
一 

副
会
長

◦�

出
席
代
議
員
１
名
か
ら
事
前
質
問
が

あ
り
、
質
疑
を
行
っ
た
。

【
質
問
内
容
】佐賀

広
域
消
防
職
員
協
議
会

　

今
年
度
、
ウ
ェ
ブ
会
議
資
機
材
購
入

費
を
全
消
協
役
員
に
交
付
さ
れ
て
い
る

が
、
支
出
方
法
と
し
て
各
単
協
へ
交
付

さ
れ
、
各
単
協
か
ら
役
員
へ
支
出
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
方
法
を
と
っ
た

経
緯
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

各
単
協
か
ら
役
員
と
し
て
選
出
し
て

い
る
が
、
全
消
協
か
ら
の
交
付
金
を
役

員
個
人
へ
支
出
す
る
場
合
、
支
出
項
目

が
な
く
、
予
備
費
か
ら
支
出
し
て
い
る
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
交
付
金
が
個
人
に

あ
る
場
合
は
、
単
協
を
と
お
さ
ず
、
役

員
へ
直
接
交
付
し
て
も
ら
う
よ
う
に
対

応
で
き
な
い
か
。

【
回
答
】

　

ウ
ェ
ブ
資
機
材
購
入
費
の
支
出
に
つ

い
て
は
、
社
会
情
勢
上
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
参
集
し
て
の
幹
事
会
等
が
困
難
と

な
り
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
た
会
議
棟
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

　

全
消
協
役
員
が
所
有
し
て
い
る
パ
ソ

コ
ン
に
は
、
個
人
購
入
し
た
も
の
、
単

協
、
県
消
協
、
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
貸
与
さ

れ
て
い
る
も
の
、
ス
ペ
ッ
ク
が
低
い
も

の
な
ど
、
様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ウ
ェ

ブ
会
議
を
し
て
い
く
中
で
パ
ソ
コ
ン
の

ス
ペ
ッ
ク
や
通
信
環
境
の
影
響
で
会
議

に
支
障
を
き
た
す
場
面
が
生
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
あ
る
程
度
の
ス
ペ
ッ
ク
を

備
え
た
パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
の
構
築
が
必
須
と
な
り
、
個
人
や

単
協
等
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
全
消

協
が
責
任
を
も
っ
て
、
ウ
ェ
ブ
資
機
材

等
を
整
備
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

幹
事
会
で
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
パ

ソ
コ
ン
等
の
所
有
形
態
に
様
々
な
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
こ
と
、
透
明
性
を
高
め
る

た
め
、
役
員
に
対
す
る
ウ
ェ
ブ
資
機
材

購
入
費
に
つ
い
て
は
役
員
の
出
身
単
協

へ
10
万
円
を
入
金
し
、
各
役
員
が
領
収

書
等
の
提
出
に
よ
り
、
上
限
10
万
円
を

受
け
取
る
形
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
交
付
方
法
に
つ
い
て
は
、

単
協
で
も
予
算
計
上
し
て
い
る
事
業
で

は
な
く
、
支
出
す
る
た
め
に
苦
慮
さ
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
役
員
改
正
年
度
ご
と
、
各
役

員
が
パ
ソ
コ
ン
等
を
購
入
し
た
領
収
書

等
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
上
限
10
万

円
を
支
出
し
ま
す
が
、
支
給
方
法
に
つ

い
て
は
幹
事
会
で
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◦�

役
員
選
挙
委
員
会
報
告

遠
藤
貴
幸 

役
員
選
挙
委
員
会

委
員
長

　

�　
2
0
2
3
年
度
役
員
選
挙
報
告
が

行
わ
れ
、
e
投
票
シ
ス
テ
ム
に
て
代

議
員
に
よ
る
信
任
を
得
て
承
認
さ
れ

た
。

【
２
０
２
３
年
度
役
員
体
制
】

会�

長　

須
藤 

洋
典　

高
松
市
消
防
職

員
協
議
会
（
香
川
県
）

副�

会
長　

佐
藤 

昭
徳　

延
岡
市
消
防

職
員
協
議
会
（
宮
崎
県
）

副�

会
長　

小
野 

英
一　

釧
路
市
消
防

職
員
協
議
会
（
北
海
道
）

事�

務
局
長　

田
立 

理　

越
谷
市
消
防

職
員
協
議
会
（
埼
玉
県
）

事�

務
局
次
長　

吉
村 

大
作　

指
宿
南

九
州
消
防
職
員
協
議
会
（
鹿
児
島

県
）

事�

務
局
次
長　

川
北 

研
人　

四
日
市

市
消
防
職
員
協
議
会
（
三
重
県
）

北�

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事　

長
谷
川 

亜

純　

函
館
市
消
防
職
員
協
議
会
（
北

海
道
）

東�
北
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事　

石
黒 

和
久　

新
潟
市
消
防
職
員
協
議
会
（
新
潟

県
）

関�

東
甲
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事　

櫻
木 

圭
　

草
加
八
潮
消
防
職
員
協
議
会
（
埼
玉

県
）

北�

信
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事　

斉
藤 

好
太
郎

上
田
消
防
職
員
協
議
会
（
長
野
県
）

東�

海
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事　

右
門 

秀
敏　

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防
職
員

協
議
会
（
三
重
県
）

近�

畿
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事　

長
谷
部 

寛　

交
野
市
消
防
職
員
協
議
会
（
大
阪

府
）

中�

国
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事　

西
尾 

基
貴　

尾
道
消
防
職
員
協
議
会
（
広
島
県
）

四�

国
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事　

山
端 

孝
　
高

松
市
消
防
職
員
協
議
会
（
香
川
県
）

九�

州
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事　

岡 

大
祐　

佐

伯
市
消
防
職
員
協
議
会
（
大
分
県
）

女�

性
連
絡
会
代
表　

吉
永 

紗
弓　

佐

賀
広
域
消
防
職
員
協
議
会
（
佐
賀

県
）

ユ�

ー
ス
部
代
表　

永
楽 

勝
久　

 

鳴
門

市
消
防
職
員
協
議
会
（
徳
島
県
）

特�

別
幹
事　

斉
藤 

英
之
）
須
坂
市
消

防
職
員
協
議
会
（
長
野
県
）

特�

別
幹
事　

竹
内 

洋
司　

四
日
市
市

消
防
職
員
協
議
会
（
三
重
県
）

特�

別
幹
事　

村
上 

直
樹
（
春
日
・
大

野
城
・
那
珂
川
消
防
行
政
研
究
会

（
福
岡
県
）

会�

計
監
査　

髙
橋 

博
美　

伊
達
地
方

消
防
組
合
職
員
協
議
会
（
福
島
県
）

会�

計
監
査　

國
久 

淳
平　

高
知
市
消

防
職
員
協
議
会
（
高
知
県
）

◦�

議
長
団
選
出

　

�　
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
苫
小
牧
消
防
職

員
協
議
会
か
ら
須
藤
悟
氏
、
関
東
甲

ブ
ロ
ッ
ク
小
田
原
市
消
防
職
員
協
議

会
か
ら
遠
山
孝
志
氏
を
議
長
に
選
出

し
、
議
事
進
行
を
務
め
て
い
た
だ
い

た
。

◦��

須
藤
洋
典
会
長
挨
拶

◦��

来
賓
挨
拶

自
治
労
本
部 

総
合
組
織
局
長

藤
森 

久
次 

様

　�

　
参
議
院
議
員
　
鬼
木
ま
こ
と 

様

◦�

2
0
2
2
年
度
活
動
経
過
報
告

　�

　
田
立 

理 

事
務
局
長

◦�

女
性
連
絡
会
活
動
経
過
報
告

　�

　
吉
永
紗
弓 

女
性
連
絡
会
代
表

◦�

ユ
ー
ス
部
活
動
経
過
報
告

　�

　
永
楽 

勝
久 

ユ
ー
ス
部
代
表

◦�

2
0
2
2
年
度
会
計
決
算
報
告

　�

　
小
野 

英
一 

副
会
長

全
消
協
第

全
消
協
第
4646
回
定
期
総
会

回
定
期
総
会

２
０
２
２
年
９
月
４
日
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
情
勢
を
踏
ま
え
、

参
集
を
回
避
し
た
形
態
で
全
国
消
防
職

員
協
議
会
第
46
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、

代
議
員
数
２
４
９
名
の
う
ち
２
０
０
名

の
仲
間
が
ウ
ェ
ブ
上
で
参
集
し
た
。

代
議
員
２
０
０
名
が

代
議
員
２
０
０
名
が

ウ
ェ
ブ
で
参
集

ウ
ェ
ブ
で
参
集
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交
流
会
冒
頭
、
田
立
事
務
局
長
が
あ

い
さ
つ
を
行
い
、
女
性
消
防
吏
員
の
消
防

歴
・
年
齢
層
問
わ
ず
幅
広
い
参
加
に
つ
い

て
感
謝
し
た
う
え
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

活
発
な
意
見
交
換
を
お
願
い
し
た
い
と

呼
び
か
け
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
講
義
で
は
、
女
性

連
絡
会
東
海
・
近
畿
・
中
国
合
同
ブ
ロ
ッ

ク
の
佐
藤
幹
事
が
業
務
内
容
・
勤
務
体

制
・
施
設
紹
介
を
行
っ
た
。
主
に
自
本

部
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
他
の
職
場
環
境
と
の
違
い
に
つ

い
て
知
見
を
広
げ
、
各
本
部
に
合
っ
た
活

用
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
交
流
会
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
他
の
消
防
の
情
報
が

知
れ
て
良
か
っ
た
」「
他
の
消
防
署
の
施

設
や
勤
務
時
の
環
境
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
で
き
た
」
な
ど
の
意
見
が
多
数
寄
せ

ら
れ
た
。

　

総
務
省
消
防
庁
の
令
和
３
年
度
消
防

白
書
に
お
い
て
「
女
性
消
防
吏
員
が
い

な
い
消
防
本
部
数
は
、
年
々
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
、

全
国
７
２
４
本
部
中
１
３
１
本
部
（
18
・

１
％
）
あ
り
、
そ
の
約
８
割
が
消
防
吏
員

数
１
０
０
人
未
満
の
消
防
本
部
で
あ
る
。」

と
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

全
消
協
で
も
初
め
て
の
女
性
消
防
吏

員
採
用
に
合
わ
せ
、
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト

面
と
も
に
準
備
を
し
た
い
と
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
る
こ
と
が
近
年
で
も
多
く
あ
る
。

特
に
業
務
内
容
・
勤
務
体
制
・
施
設
に

つ
い
て
は
、
既
存
の
建
物
や
制
度
等
、
複

合
的
な
要
素
が
絡
み
、
一
筋
縄
で
い
か
な

い
こ
と
も
あ
る
。
横

の
つ
な
が
り
を
多

く
持
ち
、
他
本
部

の
取
り
組
み
を
知

る
こ
と
で
多
く
の

案
を
提
示
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
感

じ
て
お
り
、
そ
の
つ

な
が
り
を
作
る
こ

と
が
女
性
連
絡
会

の
役
目
で
あ
る
と

改
め
て
実
感
さ
れ
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
出
さ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
現
場
の
課
題

　

後
半
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
前

半
の
講
義
を
も
と
に
６
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

業
務
内
容
で
は
、「
性
別
区
別
な
く
訓

練
で
は
内
部
進
入
等
を
す
る
が
、
実
際

の
現
場
に
行
く
と
内
部
進
入
さ
せ
て
も

ら
え
ず
、
機
関
員
を
任
さ
れ
る
」「
女
性

が
救
助
隊
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
」「
災

害
派
遣
は
、
派
遣
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
」

「
イ
ベ
ン
ト
等
の
司
会
は
女
性
の
仕
事
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
若
年
の
方
は
断
り

づ
ら
い
だ
ろ
う
と
思
う
」「
育
児
休
業
後

の
現
場
復
帰
が
し
に
く
い
状
況
・
日
勤

救
急
隊
発
足
の
要
望
を
行
っ
て
い
る
」

「
理
由
は
分
か
ら
な
い
が
、
一
度
現
場
を

離
れ
る
と
希
望
し
て
い
て
も
現
場
復
帰

が
難
し
い
」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
、
女
性

で
あ
る
と
い
う
理
由
で
制
限
さ
れ
て
い
る

部
分
が
未
だ
多
く
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
一
方
、
勤
務
体
制
や
休
暇
に
つ
い
て
は
、

「
休
暇
を
取
り
や
す
い
環
境
で
あ
る
」「
出

産
や
育
児
に
関
し
て
の
休
暇
や
休
業
取

り
扱
い
が
あ
い
ま
い
な
た
め
独
自
で
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
縛
ら
れ
て
い
る
面
も
あ

る
」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
、
女
性
連
絡

会
で
２
０
１
９
年
度
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
判
明
し
て
い
る
が
、
年
々
改

善
し
て
い
る
一
方
、
さ
ら
な
る
改
善
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
、
具
体
的
な
意
見
か
ら

わ
か
っ
た
。

　

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、「
洗
濯
機
や

乾
燥
機
が
女
性
専
用
で
あ
る
が
男
性
が

使
用
し
て
い
る
」「
庁
舎
建
て
替
え
の
際

に
意
見
し
て
も
反
映
さ
れ
な
い
」
と
の
意

見
が
聞
か
れ
、
女
性
連
絡
会
と
し
て
多

方
面
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
る
必
要
性
を

感
じ
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
で
、
各
会
員
は
、
自

本
部
と
他
本
部
の
体
制
を
改
め
て
知
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
特
に
ま
だ
女
性
消
防
吏
員
の
採
用

が
少
な
い
本
部
で
は
施
設
に
関
し
て
も

整
備
途
中
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
今
回

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
得
た
内
容
を
参

考
に
意
見
し
た
い
と
の
声
も
聞
か
れ
た
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
も
視
野
に

今
後
の
開
催
方
法
を
議
論

　

交
流
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
開
催

方
法
に
つ
い
て
、
ウ
ェ
ブ
開
催
で
あ
れ
ば

感
染
対
策
以
外
に
も
参
加
に
対
す
る
ハ
ー

ド
ル
が
下
が
る
と
い
う
意
見
や
、
対
面
開

催
の
場
合
地
域
に
よ
っ
て
は
遠
方
に
な
る

こ
と
や
届
出
が
必
要
と
な
り
参
加
が
叶
わ

な
い
、
感
染
状
況
や
家
族
と
の
調
整
も
し

や
す
く
自
宅
か
ら
の
参
加
が
好
ま
し
い
と

い
う
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。
対
面
開
催
を

希
望
さ
れ
る
意
見
と
し
て
、
対
面
で
意
見

交
換
す
る
こ
と
で
今
後
の
長
い
交
流
に
つ

な
が
る
た
め
と
い
う
希
望
が
み
ら
れ
た
。

女
性
連
絡
会
と
し
て
も
感
染
状
況
も
鑑
み

て
、
今
後
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
を
視
野

に
入
れ
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
く
と
と
も

に
、
参
加
者
の
年
齢
層
が
広
く
な
っ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
今
後
そ
の
点
に
つ
い
て
も

考
慮
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

今
回
も
参
加
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
運
営
幹
事
一
同
、
様
々
な
学

び
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
活
動
で
の
学

び
を
さ
ら
に
活
動
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
と
と
も
に
、
意
見
反
映
す
る
こ
と
で
還

元
し
た
い
。
活
動
を
広
く
知
ら
せ
る
と
と

も
に
、
女
性
連
絡
会
と
し
て
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
の
活
動
を
今
後
と
も

続
け
て
い
き
た
い
。

２
０
２
２
年
８
月
９
日
（
日
）、
女
性
連
絡
会
第
７
回
女
性

交
流
会
を
開
催
し
、
会
員
30
名
が
参
加
し
た
。
広
く
意
見
を

求
め
る
た
め
、性
別
問
わ
ず
参
加
可
能
と
し
、開
催
に
あ
た
っ

て
は
、
女
性
連
絡
会
幹
事
と
ユ
ー
ス
部
幹
事
が
合
同
で
進
行

す
る
と
と
も
に
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施
し
た
。

第
７
回
女
性
交
流
会

第
７
回
女
性
交
流
会
をを
開
催
開
催

　

第
46
回
定
期
総
会
に
て
、
引
き

続
き
会
長
の
任
に
あ
た
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
須
藤
洋
典
（
高
松
市

消
恊
）
で
す
。
会
長
職
を
１
年
経

験
し
、
さ
ら
に
そ
の
重
責
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。
会
長
就
任
以
降
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
進
捗
を
振
り

返
り
、
そ
し
て
単
協
活
動
へ
還
元

す
る
た
め
に
は
、何
が
必
要
で
あ
り
、

何
を
改
善
す
べ
き
か
を
考
え
、
全

消
恊
幹
事
会
に
て
議
論
を
重
ね
実

行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
会
長
就
任
挨
拶
に
て
、

会
員
の
皆
様
方
に
は
単
協
役
員
を
、

単
協
役
員
は
県
役
員
を
、
県
役
員

は
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
の
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
し
た
。
全
消
恊
と
し

て
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
を
含
む
全

消
恊
幹
事
会
役
員
が
継
続
し
て
活

動
が
行
え
る
よ
う
、
金
銭
的
な
負

担
軽
減
の
た
め
パ
ソ
コ
ン
等
通
信

機
器
購
入
補
助
費
を
創
設
し
役
員

支
援
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

学
習
会
・
研
修
会
に
お
い
て
は
、

な
る
べ
く
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
知
識
の
還

元
が
で
き
る
よ
う
、
ウ
ェ
ブ
会
議

シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
構
築
を
行
い

ブ
ロ
ッ
ク
会
員
数
に
応
じ
た
参
加

人
員
割
り
振
り
を
実
施
、
参
加
枠

不
平
等
問
題
の
改
善
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
以
前
は
徴
収
し
て
い
た

資
料
代
に
つ
い
て
は
、
徴
収
制
度

を
廃
止
、
さ
ら
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
資
料
の
掲
載
を
行
い
会
員
の
皆

さ
ん
方
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

　

全
消
恊
の
役
割
の
一
つ
と
し
て
、

人
と
の
繋
が
り
、
情
報
の
共
有
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

方
に
有
用
な
情
報
を
安
全
に
共
有

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
本
年
度
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
定
年
年
齢
延
長
制

度
に
関
す
る
情
報
等
、
迅
速
に
掲

載
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
単
協
活

動
で
の
一
助
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

今
後
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
や

社
会
情
勢
に
活
動
の
制
限
を
受
け

る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

皆
さ
ま
方
の
協
力
を
い
た
だ
き
民

主
的
で
働
き
や
す
く
働
き
甲
斐
の

あ
る
職
場
環
境
構
築
の
た
め
に
役

員
一
同
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
叱
咤
激
励
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

会
長
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

全
国
消
防
職
員
協
議
会

会
長
　
須
藤
洋
典

会
長
挨
拶

会
長
挨
拶

全
消
協
第

全
消
協
第
4646
回
定
期
総
会

回
定
期
総
会



（ 3）　2022年11月22日 全消協ニュース 第121号

　

消
防
庁
か
ら
は
前
田
消
防
庁
長
官
が
出
席
、
全
消

協
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
の
観

点
か
ら
出
席
者
数
を
制
限
し
、
須
藤
洋
典
会
長
、
田

立
理
事
務
局
長
の
２
名
が
出
席
し
た
。
ま
た
自
治
労

か
ら
は
青
木
総
合
組
織
局
長
、
自
治
労
消
防
政
策
議

員
懇
談
会
か
ら
岸
ま
き
こ
議
員
も
同
席
し
た
。

　

消
防
庁
長
官
が
異
動
に
伴
い
前
田
消
防
庁
長
官
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
い
さ
つ
を
実
施
。
そ
の
後
門

前
消
防
・
救
急
課
長
と
要
望
書
を
交
わ
し
、
岸
ま
き

こ
議
員
、
青
木
総
合
組
織
局
長
、
須
藤
会
長
が
あ
い

さ
つ
後
、
消
防
職
員
の
現
状
に
つ
い
て
訴
え
た
。

要
望
書
の
内
容
は
次
の
７
項
目

①
消
防
行
政
の
充
実
と
労
働
安
全
衛
生
体
制
の
構
築

に
つ
い
て

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

③
緊
急
消
防
援
助
活
動
等
に
つ
い
て

④
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

⑤
広
域
化
に
つ
い
て

⑥
そ
の
他
労
働
条
件
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

⑦
消
防
職
員
と
の
協
議
の
継
続
・
推
進
に
つ
い
て

　

そ
の
中
で
も
現
状
を
踏
ま
え
、
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
④
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、
⑥
そ
の
他
労
働
条
件
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
⑦
消
防
職
員
と
の
協
議
の

継
続
・
推
進
に
つ
い
て
の
４
項
目
に
つ
い
て
重
点
的

に
意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

　

要
望
書
に
対
す
る
総
務
省
消
防
庁
か
ら
の
回
答
を

得
る
だ
け
で
な
く
、
意
見
交
換
の
時
間
を
多
く
と
っ

た
こ
と
で
、
有
意
義
な
活
動
と
な
っ
た
。

　

総
務
省
消
防
庁
へ
の
要
請
行
動
は
、
基
本
的
に
は

年
に
二
度
し
か
機
会
の
な
い
大
切
な
取
り
組
み
で
あ
り
、

﹁
全
消
協
﹂
と
い
う
組
織
に
結
集
し
た
全
国
の
会
員
の

意
見
を
政
府
に
直
接
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
大
変

意
義
の
あ
る
活
動
で
あ
る
。

　

２
０
２
２
年
９
月
５
日
（
月
）
14

〜
15
時
に
か
け
て
厚
生
労
働
省
医
政

局
地
域
医
療
計
画
課
と
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
現
在
の
ひ
っ
迫
し
た
救

急
体
制
が
あ
る
中
で
、
総
務
省
消
防

庁
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
厚
生
労
働

省
に
も
現
状
伝
え
る
必
要
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
回
初
め
て
実
施
し
た

も
の
。
消
防
政
策
議
員
懇
談
会
の
逢

坂
誠
二
衆
議
院
議
員
、
岸
ま
き
子
参

議
院
議
員
、
自
治
労
の
協
力
の
下
、

「
消
防
を
と
り
ま
く
救
急
医
療
体
制
の

課
題
と
対
策
」
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
た
。
取
り
上
げ
た
課
題
に
つ
い

て
は
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
う
現
状
の
課

題
に
つ
い
て
、
②
現
状
の
課
題
か
ら

考
え
ら
れ
る
対
応
策
に
つ
い
て
の
２
点
。

消
防
に
お
け
る
救
急
の
現
状
を
伝
え
、

現
場
の
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
を
き
っ
か

け
と
し
、
今
後

も
継
続
的
に
同

様
の
場
を
設
け

る
よ
う
要
請
し
、

意
見
交
換
を
終

了
し
た
。

　

今
後
も
消
防

政
策
議
員
懇
や

自
治
労
の
協
力

を
得
な
が
ら
、

活
動
を
継
続
し

て
い
き
た
い
。

Ｐ
Ｓ
Ｉ
と

Ｐ
Ｓ
Ｉ
と

国
内
の
活
動
に
つ
い
て

国
内
の
活
動
に
つ
い
て

２
０
２
２
年
７
月
29
日
、
総
務
省
消
防
庁
に
対
し
、
２
０
２
２
年
度
２
回
目

と
な
る
「
消
防
行
政
の
充
実
強
化
に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
た
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｉ
と
は
、
国
際
公
務
労
連
の
こ
と
を
言
い
、
世
界

１
５
０
か
国
以
上
で
重
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る
女
性

と
男
性
２
０
０
０
万
人
以
上
を
代
表
す
る
世
界
的
労
働
組
合

連
盟
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｉ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、

自
治
体
業
務
、
中
央
政
府
、
水
や
電
気
な
ど
の
公
益
事
業
に

携
わ
っ
て
い
る
。

　

全
消
協
が
Ｐ
Ｓ
Ｉ
に
加
入
し
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
理
由

と
し
て
、
国
内
へ
の
働
き
か
け
の
み
で
は
団
結
権
の
回
復
や

日
本
政
府
が
団
結
権
の
代
償
措
置
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る

消
防
職
員
委
員
会
制
度
を
変
え
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
と

考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
国
外
の
意
見
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

よ
り
国
内
の
活
動
を
活
発
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

直
近
で
は
、
２
０
１
８
年
５
月
か
ら
開
催
さ
れ
た
第

１
０
７
回
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
に
お
い
て
、
日
本
に
お
け
る
消
防
職

員
の
団
結
権
問
題
が
審
議
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
他
国
政
府
代

表
か
ら
も
日
本
政
府
に
対
す
る
厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ
、
消

防
職
員
委
員
会
制
度
の
不
備
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
消
防
職
員
委
員
会
の
運
用
方
針
の
改
正
や
労
働

者
側
と
の
定
期
的
な
意
見
交
換
の
場
を
持
つ
と
日
本
政
府
が

提
起
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
に
実
施
さ
れ
た
の
が
、

消
防
職
員
委
員
会
制
度
の
一
部
改
正
、
自
治
労
と
全
消
協
役

員
を
含
め
た
定
期
交
渉
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。

　

国
際
連
帯
活
動
は
、
取
り
組
ん
だ
結
果
が
直
接
表
に
出
に

く
い
部
分
が
多
い
。
し
か
し
、
国
内
だ
け
で
意
見
を
伝
え
て

も
変
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
Ｐ
Ｓ
Ｉ
を
通
じ
て
前
進
し
て

い
る
。
今
後
も
、
Ｐ
Ｓ
Ｉ
を
通
じ
て
日
本
政
府
へ
消
防
職
場

の
現
状
や
課
題
、
団
結
権
の
回
復
を
目
指
し
た
活
動
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

第１回厚生労働省との意見交換会を実施

総
務
省
消
防
庁
に
対
し

「
消
防
行
政
の
充
実
強
化

に
関
す
る
要
望
書
」を
提
出
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「
小
学
校
低
学
年
で
の

授
業
で
は
、
シ
ャ
ー
プ
ペ

ン
シ
ル
が
使
用
さ
れ
て
い

な
い
理
由
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？
」

　

こ
れ
は
先
日
、
全
消
協
須
藤
会
長
か
ら
教
え
て
い
た

だ
い
た
話
で
あ
る
。
確
か
に
、
私
が
通
っ
て
い
た
母
校

で
は
、
通
学
し
て
い
た
当
時
も
令
和
と
な
っ
た
現
在
も

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
そ
れ
は
、
シ
ャ
ー
ペ
ン
を
使
用
す
る
と
授
業
中
に
分

解
す
る
生
徒
が
増
え
、
授
業
に
集
中
で
き
な
く
な
る
か

ら
で
す
。」

　

諸
説
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
す
ご
く
納
得
し
た
。

さ
ら
に
会
長
は
続
け
て
，

　
「
で
は
、
こ
れ
を
協
議
会
に
当
て
は
め
る
と
ど
う
で

し
ょ
う
か
？
授
業
は
消
防
職
場
環
境
の
改
善
や
民
主
的

運
営
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
求
め
る
活
動
で
あ
り
、

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
は
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
懇
親
会
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
」

　

近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、
協
議
会
の
必
要
性
を
感
じ

な
い
・
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
な
ど
ご
指
摘
を
い
た
だ

く
こ
と
が
増
え
た
。
ま
さ
に
、
こ
の
話
と
通
ず
る
部
分

が
あ
る
と
感
じ
た
。
過
去
、
私
も
こ
の
任
を
引
き
受
け

る
以
前
は
単
協
会
員
と
し
て
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を

分
解
す
る
楽
し
さ
に
し
か
目
を
向
け
て
お
ら
ず
、
授
業

の
意
味
を
よ
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

し
か
し
，
活
動
を
進
め
て
い
く
と
，
全
消
協
役
員
と
し

て
授
業
の
大
切
さ
を
非
常
に
感
じ
て
い
る
。
終
わ
り
が

見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
，
異
常
気
象
に
伴
い
多
発
す
る
自

然
災
害
、
さ
ら
に
は
定
年
年
齢
の
引
上
げ
も
迎
え
、
災

害
が
複
雑
多
様
化
す
る
ば
か
り
で
な
く
，
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
直
結
す
る
災
害
対
応
者
の
高
齢
化
が
懸
念
さ
れ
，

若
年
層
職
員
の
負
担
が
増
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

定
年
年
齢
の
引
上
げ
に
該
当
す
る
職
員
と
若
年
層
職
員

が
共
に
働
き
や
す
い
制
度
と
す
る
た
め
に
も
，
全
消
協

ユ
ー
ス
部
内
で
し
っ
か
り
と
議
論
し
、
全
消
協
幹
事
会

の
場
で
提
起
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
，
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
も
必
要
事
項
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
共
に
寝
食
を
一
緒
に
す
る
仲
間
と
の
懇

親
や
普
段
触
れ
合
う
こ
と
の
な
い
他
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員

と
の
交
流
等
、
ウ
ェ
ブ
体
制
も
整
っ
た
今
、
次
世
代
に

あ
っ
た
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
の
使
用
方
法
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

私
は
ユ
ー
ス
部
代
表
と
し
て
、
P
S
I

-

J
C
ユ
ー
ス

S
t
e
p
U
p
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
運
営
に
携
わ
っ
て
い

る
。
そ
の
責
任
と
し
て
、
ユ
ー
ス
会
員
の
皆
様
へ
質
の

高
い
授
業
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
全
消
協
ユ
ー
ス
部
の

最
高
な
仲
間
た
ち
と
さ
ら
に
思
考
錯
誤
し
、
セ
ミ
ナ
ー

を
S
t
e
p
U
p
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

永
楽
勝
久

（
ユ
ー
ス
部
代
表
、
鳴
門
市
消
防
職
員
協
議
会
）

今後の予定

第53回労働講座2022年12月16日
ハイブリッド（ウェブ・参集併用）開催　東京都

北
海
道
・
中
国
・
東
海
ブ
ロッ
ク
合
同
学
習
会

２
０
２
２
年
６
月
24
日
（
金
）、
Ｚｏｏｍ
に
て
合
同
学
習
会
を

実
施
し
、
66
単
協
、
２
消
防
本
部
、
約
２
０
０
名
が
参
加
し
た
。

　

学
習
会
冒
頭
、﹁
Ａ
Ｉ
技
術
に
よ
る

ド
ロ
ー
ン
活
用
に
つ
い
て
﹂
と
題
し

て
元
深
谷
市
消
防
長
、
現
㈱
ア
ー
ム

レ
ス
キ
ュ
ー
代
表
取
締
役
の
田
中
章

氏
か
ら
講
演
が
行
わ
れ
た
。
現
在
の

ド
ロ
ー
ン
の
開
発
状
況
か
ら
、
消
防

救
助
活
動
に
ど
の
よ
う
に
ド
ロ
ー
ン

を
活
か
す
か
、
さ
ら
に
は
日
々
進
化

す
る
Ａ
Ｉ
技
術
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
と
、
ど
の
よ
う
な
活
動
が

可
能
と
な
る
か
に
つ
い
て
講
義
を
い

た
だ
い
た
。

　

続
い
て
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
事
例
に

つ
い
て
、
釧
路
東
部
消
防
職
員
協
議

会
の
八
木
俊
久
さ
ん
、
鳴
門
市
消
防

職
員
協
議
会
（
全
消
協
ユ
ー
ス
部
代

表
）
の
永
楽
勝
久
さ
ん
、
杵
藤
地
区

消
防
職
員
協
議
会
の
橋
口
晃
幸
さ
ん

か
ら
、
火
災
・
水
難
・
捜
索
活
動
の

ほ
か
、
原
因
調
査
、
訓
練
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
広
報
な
ど
、
幅
広
く
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
し
て
い
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

現
場
活
動
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
さ
れ
、

安
全
管
理
面
で
も
多
く
の
メ
リ
ッ
ト

が
得
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
迅

速
安
全
な
現
場
活
動
に
よ
り
、
怪
我

を
防
ぎ
、
殉
職
者
を
出
さ
な
い
こ
と

は
皆
が
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

そ
の
一
翼
を
担
う
資
機
材
で
あ
る
と

感
じ
た
。

　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
用
い
る
こ
と
で
、
よ

り
幅
広
く
、
多
く
の
情
報
を
容
易
に

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
半
面
、
長
時
間
に
渡
っ
て

画
面
を
見
続
け
る
こ
と
は
難
し
く
、

今
回
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
開
催
し

な
か
っ
た
。
一
方
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
や

単
協
の
判
断
で
参
集
す
る
と
こ
ろ
も

少
し
ず
つ
増
え
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
と
参
集

を
併
用
し
な
が
ら
の
開
催
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
研
修
会
等
の
開
催
方
法
を
模
索
し

続
け
、
２
年
が
経
過
し
、
少
し
ず
つ

参
集
と
ウ
ェ
ブ
双
方
の
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
な
が
ら
の
開
催
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

全消協ではホームページのほか、全消協ではホームページのほか、
Facebook・Twitter・Facebook・Twitter・
InstagramをInstagramを
開設しています！開設しています！


